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○ 11月5日発生した漏えい箇所の調査において、漏えい箇所近傍の配管４
本について調査を実施した結果、配管１本の表面に割れ・くぼみを確認。
残り配管３本は、漏えい試験を行い漏えいのないことを確認。

配管 移送元 シート内
たまり水

漏えい試験 外観目視

配管① 原子炉建屋 なし 漏えいあり 割れ・くぼみ

配管② 廃棄物処理建屋 あり 漏えいなし 異常なし

配管③ 廃棄物処理建屋 あり 漏えいなし 異常なし

配管④ 原子炉建屋 あり 漏えいなし 異常なし

○ 漏えい箇所が特定され、配管①～④は他系統から隔離可能である
ことから、滞留水の移送を明日から再開する予定。

○ 割れ・くぼみの発生した原因について継続して調査を実施する。

２号機滞留水移送設備からの漏えいについて
（調査状況）
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○ 漏えい箇所の調査において、配管①１本の表面に割れを確認。
廃棄物処理建屋 ケーブル処理室
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塩化ビニール製シート
・囲いの設置出来ない範囲については，
塩化ビニール製シートを用いて，囲い
の中に導いている。

ＰＥ管
・４本中３本のシートに
たまり水を確認。
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○漏えい箇所の調査状況

２号機 廃棄物処理建屋

２号機 タービン建屋
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